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ブラディ・ジェスパーセン 一般化学 上巻  （第 1 刷） 正誤表 

 

ﾍﾟｰｼﾞ 行および式番号 誤 正 

ⅺ 20 章タイトル 核反応の化学 核反応と化学 

12 表 0・3 の記号 e, p, n（記号イタリック）   e, p, n（記号ローマン） 

27 3 行目 

大部分の単位は，再現可能な物理現象によって定義されている．た

とえば，メートルは，1/299,792,458 秒間に真空中を光が進む距離と

して定義されている．ただし，質量だけは人の手でつくられたキログ

ラム原器によって定義されている．この原器は，白金−イリジウム合

金でできた円柱状の分銅で，フランスにある国際度量衡局

（International Bureau of Weights and Measures）に注意深く保存

されている（図 1・10）．この分銅は，世界中で使用されている秤の

較正用の標準として，間接的に利用されている＊． 

SI 単位は 2019 年に七つの物理定数を確定値として定め，それらを

もとに定義すると変更された．たとえば，メートルは，光の速度 c（299 

792 458 m s-1）によって定義される．1 m は光が 1/299 792 458 秒

の間に進む距離である〔1 m = c ×（1/299 792 458）s〕．また質量

は人工物であるキログラム原器（図 1・10）によって定義されてきた

が，経年の重量変化などが懸念されてきたため，今回，プランク定数

h（6.626 070 15×10-34 J s．J = kg m2 s-2）によって質量の単位が定

義された〔1 kg = h×(1/6.626 070 15×10-34) m-2 s〕． 

27 
図 1・10 

図ネーム 

国際標準のキログラム原器．その精密な複製は二次標準とよばれ，多

くの国で保存されている． 
近年まで質量の単位の定義に使われていたキログラム原器. 

27 欄外の訳注 

＊ 科学者は，キログラム原器に代わる質量の新しい基準として，質

量が正確にわかっている原子のアボガドロ定数に基づく質量の定義

が検討されている． 

削除 

71 5 行目 

1 mol は正確に12 g の量の12C 原子の集まりの原子数と等しい数

の単位粒子で構成された系の物質量と定義される．この定義と周期表

中の平均原子量が相対的な値であるということから，原子量に g をつ

けた値（グラム原子とよばれる）に等しい量の重さを測れば，どの元

素でもそこには 1 mol の原子があると推論することができる＊． 

元素 X 1 mol ＝ X のグラム原子 

たとえば，硫黄の原子量は 32.06 u で，1 mol の硫黄は 32.06 g の

質量であり，正確に 12 g の炭素 12 と同数の原子をもつ． 

1 mol は，6.022 140 76×1023個の単位粒子（原子，分子，イオン）

を含む物質量と定義される． 

また各元素 1 mol の質量は，原子量に g をつけた値（グラム原子

とよばれる）におおむね等しい． 

元素 X 1 mol ＝ X のグラム原子 

たとえば，原子量が 32.06 u の硫黄は，1 mol が 32.06 g であり， 

原子量が 12 u の炭素 12 は，1 mol が 12.00 g である． 

71 
欄外の訳注 

6～8 行目 
…（質量数 12 の炭素 12C の 12 g 中に含まれる炭素原子の数）… 削除 

72 下から 4 行目 

SI によるアボガドロ定数の定義は，正確に 12 g の 12C の原子数に

等しい数と定義されており，その値は 4 桁の有効数字，6.022×1023 

であることが合意されている．これにより，重要な次の関係式を書く

ことができる． 

SI によりアボガドロ定数は，6.022 140 76×1023 mol-1と定義され

ている．本書では，簡単のためその値を 4 桁の概数，6.022×1023 と

表す．これにより，重要な次の関係式を書くことができる． 

173 
練習問題 6・9 

1 行目 
ΔrH° ＝ －90.4 kJ mol-1 ΔrH° ＝ ＋90.4 kJ mol-1 

（2020 年 6 月 24 日） 
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183 欄外 － 

【新規コラムの追加】 

■7 章のはじめに述べたように，古典物理学では物体の温度上昇とと

もにより高いエネルギーの光を放射するはずであるが，実際には紫外

領域の放射は非常に弱くなり，この矛盾（紫外破綻）を説明できなか

った．プランクは放射の振動数νに比例定数 h を掛けた hνをエネル

ギー量子として黒体放射の理論式を導き、紫外破綻の矛盾を解決した

のである． 

183 欄外 プランク定数…6.626068×10-34 J s プランク定数…6.626 070 15×10-34 J s 

187 
例題 7・3 解答 

15 行目 
λ＝

1

2.05646×10−1 cm−1
＝… λ＝

1

2.05646×104 cm−1
＝… 

194 下から 1 行目 紫外破綻は現在解決されている． 削除 

202 下から 1 行目 付録 C を参考にせよ 付録 1 を参考にせよ 

203 
下から 1 行目と 

2 行目 
Pb ……6s24f145d106p3 Pb ……6s24f145d106p2 

220 14 行目 Na+(g) → Na+(g) ＋ e- Na(g) → Na+(g) ＋ e- 

250 欄外 官能基 functional group, R 官能基 functional group 

252 欄外 カルボキシ基carboxyl group カルボキシ基 carboxy group 

342 図 11・19 図中 溶融 融解 

351 1 行目 なお SI 単位である絶対温度（K）は，…定義されている． 削除 

2 
練習問題の解答 

7 章 7・2 
輝線の波長は 2.63 nm であり，… 輝線の波長は 2.63 µm であり，… 

22 索引 モル質量 71 モル質量 72 

 


